
平成２９年度 

社会福祉法人 真光会  各保育園の昨年度自己評価、およびそれにともなう今年度の園目標 

 

園評価の方法について 

各園、平成２９年度の各園の目標設定のために、①子どもの発達援助５項目、②健康管理食事

６項目、③保育環境２項目、④保育内容１１項目、⑤子育て支援５項目、⑥多様な子育てニーズ

対応１項目、⑦地域の子育て支援２項目、⑧地域の住民や関係機関等の連携７項目、⑨実習・ボ

ランティア２項目、⑩運営方針５項目について、全職員で３段階評価を実施。 

そこで、下記のように、(1)平成 28 年度 当園の問題となった項目、(2)平成 29 年度 当園として

の努力していきたい項目を抽出して、各園の職員室に個人目標とともに掲示し、目標達成率向上

に向けての行動基準を作成した。 

 高木保育園 今町保育園 天竜保育園 梅北保育園 
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・自己評価のみで終わってい

ないか、個々の実践の歩みに

結果として表れているか? 

 

・子ども一人一人への理解を

深め、受容しようと努めてい

る。 

 

・話を聞く態度をより改善し

ていく必要があるのではない

か。 

 

・子育て支援のあり方 

 

1)園児の主体性を考えた環境

づくりや保育内容をそれぞれ

のクラスや全体で工夫してき

たが、発達の連続性、保育の

連続性について考えた時、経

験や学びに見直しの必要性を

感じた(保育教諭等の経験の

差、１～２年目の育成にもつ

ながる) 

 

2)開かれた園づくりをめざし

ているが、もっと積極的に取

り組み、地域での子育て支援

としての役割り、地域福祉に

ついて視野を広げて実践に移

していきたい 

 

 

・素材や用具など園児が自由に

取り出して遊べる工夫が不足

している。 

・園外活動は、しているものの

戸外で食べる(弁当)機会が少な

い。 

・SI理論の実践を心掛けている

が、職員によっては偏りがあ

る。(肯定的・容認的な言葉掛け) 

・気がかりな保護者、園児が増

えてきており、園が対応しても

保護者の理解を得ることが困

難だったが、徐々に理解して下

さるようになり専門機関との

連携が深まりつつある。 

・園近隣より園利用者のマナー

について指摘を受けることが

ある。 

 

①園児が自由に素材や用具など

を取り出し、自発的に活動できる

環境づくりが難しかった。 

②園児が自由に歌ったり踊った

りするリトミックや身体を使っ

た表現遊びを十分に行うことが

できなかった。 

③子育て相談、園開放など地域の

子育て支援のための取り組みに

ついて、発信の仕方・支援の方法

など今後の課題となった。 

④園児の様子や園の取り組みを

視覚掲示していくが、保護者から

の反応があまり聞こえなかった

ので、今後どのような工夫をして

いくか考えていく。 

⑤認定こども園に向けて、保育要

領解説の読み合わせを行ってい

ったが、行事等の関係で思うよう

に進まなかった。 
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地域に開かれた保育園作り 

～園児一人一人が輝きなが

ら、こころも体もたくましく

育つ～ 

 

・園児の気持ちをくみ取り、

ぬくもり、やすらぎ、やさし

さの態度で応答性のあるクラ

ス運営に努力する 

・年齢に応じ、話を聞く・話

す態度が身に付き、相手を思

うこころを育む 

・地域の子育て支援のあり方

を考える 

 

１)園児の発達に即した連続性

のある保育の在り方を研究す

る 

①真光会指導計画に基づいた

今町保育園独自の領域別指導

内容の作成(0～5 歳児) 

②全職員の共通理解による実

践と反省(次年度へつなげる) 

 

２)開かれた園づくりをめざす 

○地域交流、小学校との連携を

深める 

○園開放の充実  ～ 第２水曜

日(おひさまクラブ) 

○保護者との連携を深める 

 ・個人面談  

  ・育児相談 

 ・育児講座(講演会) 

 ・子育て座談会  

 ・食育講座 

 ・保健講座 

 

 

・特に以上児クラスで種類別に廃品等

を分け、自由に遊べるように環境を整

えたい。(更生活用) 

・弁当の日を十分活用し、天候等を考慮

の上、戸外で食べる機会を作る。 

・「自分が言われたら、どんな気持ちに

なるか?」を考えながら園児への言葉掛

けに気を付ける。※SI 理論を保育の実

践目標とし、命令語、威圧的態度は慎

む。 

・気がかりな園児等に対しては、園内研

修の場を通して共通理解し、今以上に

対応の仕方を統一する。専門機関との

連携を取り合い深めていきたい。 

・29 年度より導入する外部講師による

体育遊び(月 1 回、以上児)を通して、保

育教諭等も学び運動遊びの向上に努め

る。 

 
◎認定こども園として教育及び保育の

概要をしっかり学ぶ。 

・子育て支援事業への努力をする(育児

相談・園開放・食育講座・保健講座・育

児講座・一時預かり保育・休日保育等) 

◎地域との交流の継続(早鈴高齢者クラ

ブ・更生保護女性会等、貢献活動への参

加) 

◎平成 30年度からの保育所保育指針改

定へ向け、目を通す努力をする。 

 

①保育目標にある幼児像を大

切にした保育を行う中で、園

児一人一人が自発的に活動で

きる環境づくりを実践してい

きたい。 

 

②子育て支援、園開放の充実

を図っていきたい。 

 

③保護者への情報発信方法を

工夫し、より園での様子が伝

わるように取り組んでいきた

い。 

 

④認定こども園化に合わせ、

保育要領解説の読み合わせを

継続し、職員一人一人の保育

教諭等としての意識を高めら

れるよう努力していきたい。 

 

（社会福祉法人 真光会  

    自己評価の公表） 


